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“知恵”を出す。

パブリックリレーションズ…コミュニケーション活動を通じて社会との関係性を構築する仕事柄、

身についているキーワードです。

その“ちえ”…常用漢字では“知恵”と書くところを、今回、ゆきさんは“智恵”と書きました。

「いろはうた」の“ちえ”には、何か意味があるはず…。

そんな想いで中島和江さんのお話をうかがい、２つの“智恵”を見つけました。

１つ目は、それが「いろはうた」であったということです。

病院、特に入院における医療安全という目的を果たすためのコミュニケーションツールとして

開発・採用されたのが「いろはうた」であったことの意味です。

ゼミで質問させていただいたように、「いろはうた」を「かるた」と勝手に読み替えていた私には、

“なぜ双六ではなく、かるただったのだろうか?”という疑問がありました。
双六もかるたも日本の遊具、勝ち負けを競う遊戯だとすれば、なぜかるただったのか。

しかしその疑問は、「かるた」ではなく、「いろはうた」であったということですぐに解決しました。

医療安全に資するツールとしては、結果として勝ち負けが決まる双六もかるたも相応しくない。

古から脈々と日本人の心に受け継がれてきた和歌、いろはうたがより相応しい。

ツールを検討する項目の一つとして日本文化があったと思いますが、

日本独自、日本独特であれば何でも良いというわけではないでしょう。

目的が医療安全であれば、なおさらです。

医療に限らず、安全というものを考えた時、勝ち負けの存在には違和感を覚えます。

安全を啓発し追い求める過程の中で、結果として勝つ人と負ける人がいるのはおかしい。

そんな違和感が、ゼミでの私の質問の本意でした。

医療安全のツールには、日本人の心に沿うものを…。

理ÉÊ理Ëではなく、ÌとのÍÎち、心Îちから“いろはうた”が採用されたこと自Ïが、

Ðなる手Ñの開発ではなく、まさに智恵であったのではないかと感じ入りました。

２つ目は、本Òの意味で、“ÓÔさんÕÖ”、“ÓÔさん本×”であったということです。

ÓÔ中心の医療とØわれてÙしくなります。

Úーム医療がÒたりÛになり、その考えÜの中心にはÓÔさんがいます。

しかし、ÝÞはというと、あいかわらず医療Ô中心がßとんàです。そのáâにがっかりします。

ãちäå時にæし関わりのあった医療の質・安全ç会もèりでした。

「8つの目é」のêにある目的は、ÓÔさんのëとìíがあるはずです。
しかし、ÓÔさんはîいてきïり。医療安全のためのÝðは、医療Ôのためというñòでした。

Øいóえれば、目éをôõするための「手Ñの目的化」と感じöるをえませんでした。

しかし、「いろはうた」は違いました。

÷しい理ÉÊ理Ëは感じられません。いÊ、ありませんでした。

うたも“いろはにßøと”の7ùだけ。ÓÔさんにとって覚えÊすい、わかりÊすいから。
そのÝðの結果についての受けúめÜも、良い意味でûüだと感じました。



医療ÔÊýþÔにありがちな、Ò事Ôÿ在のĀā的な結果を追求していないと感じました。

ÓÔさんにÍÎちがĂけばいい。

そして、æしずつでもいいから医療にÓÔさんが関わっていくことができればいい。

医療の質・安全ç会との一ăから、そのĄりąみについてĆだ疑問をÎっていました。

しかし、「いろはうた」のおかåで、そのわだかまりをæしだけ解くことができました。

それは、ÓÔさんに一ć人Íの「に」のùの通り、ĈĉĊĉ話してみることのċČさでした。

自分のできるčĎで、できることをÝðしてみる。まさにその通りだとÝ感しました。

和江êď。

「いろはうた」のĄりąみを通しまして、

パブリックリレーションズであるĐđのĒÖは、“パーēナル・リレーション”であったことを、

ĔめてÝ感することができました。

今回の“えにし”に心から感ĕをĖしäåます。

そしてėĘに、知恵と智恵について。

今回のçęを通じて、「知」と「智」の違いについても考え、çĚě会になりました。

「知」とは、「ØĜをすばÊくĝく」ことであり、文字通り知ること。

「知」をĞにğう知恵は、自分でĠ化できるÛのġĢであり、ģ知恵につながりそうです。

それにĤして、「智」には、「ĥ事をĦらかにする」という意味があるようです。

「智」には、ただ知るだけではなく、ħにáとしてからのĨĩさを感じることができます。

「いろはうた」には、知恵ではなく智恵があった。

そのように考えるě会をいただいたゆきさんにも、感ĕをĖしäåます。

ĪīĬ


